
2023 年第 2 回定例会 一般質問 

PFAS 汚染問題への対応強化を 

(1)PFAS 汚染問題の認識と対応について 

こんにちは。生活者ネットワークの木下安子です。発言の許可をいただきましたので、通

告に従い、一問一答方式で、大きく２つのテーマについて一般質問を行います。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

 大きく１点目は、ＰＦＡＳ汚染問題への対応強化についてです。 

 ＰＦＡＳは、人工的につくられた有機フッ素化合物の総称です。自然界では分解されに

くいため、永遠の化学物質と呼ばれ、私たちの生活環境や健康にも影響を与えていること

が明らかになってきています。 

 調布市でも地下水に混在し、市内の民間井戸や水道水の水源井戸の一部を汚染している

ことが分かっており、市民の間には不安と関心が高まっています。 

 まず、このＰＦＡＳ汚染問題に関する市の認識と市のこれまでの対応について伺います。

御答弁よろしくお願いいたします。 

環境部⾧答弁  ＰＦＡＳ問題の認識と対応についてお答えいたします。 

 ＰＦＡＳは、有機フッ素化合物の総称で、約４，７００種類が特定されており、その１

つにＰＦＯＳやＰＦＯＡがあります。現在、この２種類については規制物質に指定されて

おりますが、指定される以前には水と油の双方をはじく性質を併せ持っていることから、

様々な表面処理の用途に使用されてきました。 

 化学的に極めて安定性が高い物質で、水溶性、不揮発性のために、環境中に放出された

場合には河川等に移行しやすく、また、分解が遅いために⾧期的に環境に残留することが

分かってきていることから、人の健康への影響が懸念されております。 

 初めに、市内の地下水の状況についてです。 

 市内の水道水の供給は東京都が担っています。水源は井戸の地下水も含まれますが、ほ

とんどが河川から取水したもので、浄水場における浄水処理を経て、給水所で貯蔵され、

各御家庭まで運ばれます。 

 飲用水とするためには、ＰＦＯＳとＰＦＯＡを合わせ、１リットル当たり５０ナノグラ

ム以下とする暫定目標値が令和２年に国により設定されています。 

 東京都は、ＰＦＯＳとＰＦＯＡを含む水質検査を定期的に実施し、給水栓における濃度



が暫定目標値を超過するおそれがある場合に、井戸からの取水を停止する対応を取ってい

ます。市内では、令和３年４月以降、上石原配水所で一部の井戸からの取水を停止してい

ます。 

 以上の対応により、多摩地域の水道水は全てのエリアで暫定目標値を大きく下回ってお

り、市内の水道水は市民の皆様に安心してお飲みいただけることを確認しております。 

 加えて、東京都では地下水中のＰＦＯＳ、ＰＦＯＡの濃度を把握するための調査を行っ

ています。令和３年度の調査結果では、多摩地域において暫定目標値を超えた井戸が１０

市１４か所ありました。 

 このうち、調布市は１地点が該当しておりますが、飲用の井戸ではありませんので、東

京都と密に連携し、引き続き注視してまいります。 

 次に、市の対応についてです。 

 これまで市では、環境省及び東京都の検査結果の公表に合わせ、市のホームページを更

新し、市民への周知に努めてきました。 

 この間、令和５年１月には、環境省がＰＦＡＳに対する総合戦略検討専門家会議を設置

し、科学的根拠に基づくＰＦＡＳに対する総合的な対応の検討を進めています。これまで

に３回開催され、会議資料等が同省のホームページで公開されています。 

 また、東京都は令和５年５月１日から、都民の御相談に応じ、ＰＦＡＳに関する情報を

伝えるため、電話相談窓口を開設しています。６月９日までの相談実績は５７６件と確認

しております。 

 市民からのお問合せについては、ＰＦＡＳに関する報道がなされる都度、集中する傾向

にあり、その件数が徐々に増えてまいりました。 

 その主な内容としては、報道を御覧になって不安になり、水道水の安全性、暫定目標値

を超えた井戸の所在地、行政の対策に関するものとなっています。 

 こうした状況を踏まえ、市は市⾧会を通じ、東京都への予算要望において汚染実態の原

因究明や対策を講ずることを求めるとともに、情報提供の充実と今後の対応について働き

かけてきました。 

 その後、令和５年５月２３日に、東京都は環境、厚生労働、農林水産の各大臣に対し、

有機フッ素化合物対策の推進に関する緊急要望を行い、健康への影響を明確にすることや、

対策を検討して自治体へ情報提供することを求めています。 

 市民からのお問合せに対しましては、現在、市で把握している情報を基にお答えすると



ともに、健康への不安を覚えるなどの御相談には、適宜、東京都の電話相談窓口を御案内

し、市民への的確な情報提供と不安の解消、軽減に努めております。 

 以上でございます。 

◆１２番（木下安子 議員）  御答弁ありがとうございます。市としてもしっかりと認

識と理解があることや、東京都に対して声を上げてきた経緯があることも確認ができまし

た。 

 一方、情報提供については、水道事業が東京都に移管されたことで、市民にとっては手

元の水道水の情報が得にくい状況となっています。より具体的な情報を求める問合せが増

えているとのことですので、市としても市民が求める情報を分かりやすく伝える対応が望

まれます。 

(2)市民に分かりやすい情報提供を 

ア 水道水に関する基本情報について 

イ 原水・浄水・給水の水質情報について 

 そこで、２点目に移ります。民間団体による多摩地域住民のＰＦＡＳ血中濃度の測定結

果が報道されています。汚染度の高い水源井戸がある自治体ほど血中濃度が高い傾向が見

られ、調布市も例外ではないことから、市民は、どこの浄水場の水を使っているのかとい

った基本的なことや、水道水のＰＦＡＳ濃度に関わる情報を求めています。 

 画面を御覧ください。こちらは、先日、調布・生活者ネットワークが開催した学習会で

私自身が使用した資料の一部です。このように、市内には３つの浄水場があること、自宅

への配水元の浄水場は東京都水道局のホームページで調べられることなどをお伝えすると

ともに、原水、浄水、給水について分かりやすく解説をしました。 

 また、東京都が公表しているＰＦＡＳの検査結果の多くのデータが未整理のままですの

で、このように調布市内のデータだけを抜き出し、整理してお伝えをしました。画面を終

わります。 

 漠然と不安を抱えていた参加者の中からは、何が問題なのかが明確になったというお声

もありました。現在、市で設置しているＰＦＡＳに特化した情報提供のページに改善を加

え、市民が求めている情報が手に取るように分かるような情報提供を求めます。見解をお

答えください。 

ウ 地下水利用について 

 また、市内には飲用を含め様々な目的で地下水を使っている市民がいます。数年前にＰ

ＦＡＳ問題が浮上してからは、飲まないように周知するようお願いしていると建設委員会

のほうで伺っていましたけれども、改めて地下水利用者に対してＰＦＡＳに関する情報提



供をしていただくよう求めます。 

 以上、御答弁をお願いいたします。 

環境部⾧答弁  市民に分かりやすい情報提供についてお答えいたします。 

 初めに、水道水の水質情報についてです。 

 東京都のホームページで公表されている情報は、検査結果を網羅する一方で、水源を原

水と表現するなど、難解な用語が多用され、また、水源から給水栓までの各段階の検査結

果が掲載されるなど、情報量が多くなっています。 

 厳密な検査結果の公表ではありますが、水道の基礎知識を前提にしないと理解は容易で

はなく、自分たちの飲んでいる水が基準値を超えず安全であるのか、すぐには分かりづら

い状態です。 

 このため、市は、東京都に対し、難解な用語の使用を避けるとともに、市民が知りたい

情報をすぐに探せるよう改善を要請しております。 

 市民の不安払拭に向けて、より実効性のある対応と情報発信を行うためには、健康影響

等に対する科学的根拠に基づいた知見が早急に示される必要があります。 

 現在、環境省のＰＦＡＳに対する総合戦略検討専門家会議において、ＰＦＯＳ、ＰＦＯ

Ａに関するＱ＆Ａ集の作成が進められており、自治体への配付が予定されております。 

 このＱ＆Ａ集の公表、周知に合わせ、これまでにいただいたお問合せの内容も参考にし、

東京都と連携して、市のホームページから市民の知りたい情報が容易に入手できるよう、

分かりやすい内容にしてまいります。 

 次に、地下水利用についてです。 

 市が把握している地下水利用の井戸としては、飲用に用いるものに加え、都民の健康と

安全を確保する環境に関する条例に基づき届出が必要となる動力つきの井戸のほか、市が

設置する防災井戸や、市が指定する災害時協力井戸があります。 

 飲用水に関する事務について、市は東京都へ委託し、ＰＦＡＳの項目を含む水質検査を

実施しております。 

 また、定期的に立入検査や報告の聞き取りを行い、監視、指導をしているほか、衛生管

理講習会の開催などを通じて普及啓発活動にも取り組み、井戸の所有者に対し、機会を捉

えてＰＦＡＳに関する情報提供や助言を行っております。 

 引き続き、東京都と連携を図り、これらの機会を活用して情報提供を図るとともに、井

戸の利用者に広く周知できるよう、ＰＦＡＳに関して適切な情報提供に努めてまいります。 



 以上でございます。 

◆１２番（木下安子 議員）  御答弁ありがとうございました。毎日利用している水の

情報を知るのは市民の当然の権利です。市のほうでも図やイラストなども交えながら、分

かりやすい情報提供に努めていただくとともに、東京都にも引き続き情報提供の改善を求

めていただきますようお願いいたします。 

 また、地下水利用者への情報提供も東京都と連携して進めるとの御答弁でしたので、こ

ちらのほうもどうぞよろしくお願いいたします。 

(3)現状把握のための調査について 

ア 防災井戸と災害時協力井戸の独自調査を 

 次に、現状把握のための調査について２点伺います。 

 まず、防災井戸と災害時協力井戸の独自調査についてです。 

 現在、上石原配水所の水源井戸７本のうち２本の汚染度が高いことが判明しています。

一方、東京都や環境省の調査対象となっている汚染度の高い民間の井戸があります。こち

らの『消された水汚染』という書籍によりますと、そちらの民間井戸は上石原配水所から

はかなり離れた場所にあることが推測されます。まだ明確なことは分かりませんが、横田

基地が主な汚染源ではないかと言われている地域に対し、調布市は汚染源が複数ある可能

性も否定することができません。地下水汚染は土壌汚染につながり、農地にも、農業者に

も影響を及ぼしかねない問題であることから、地下水の汚染状況を広く調査し、現状把握

することが必要です。 

 過去にも建設委員会を通して求めた内容ですが、改めて防災井戸や災害時協力井戸を中

心に、地下水の調査を市独自に行うことを求めます。見解をお答えください。 

イ 希望者の血液検査について 

 次に、希望者の血液検査について伺います。 

 ２月の半ばに、調布市の２１名の有志がＰＦＡＳの血中濃度を測定しました。画面を御

覧ください。左から規制対象となっているＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ、代替物質のＰＦＨｘＳ、

ＰＦＮＡの４種類の数値、次にＰＦＯＳ、ＰＦＯＡ、規制対象となっている２つの物質の

合計値、そして４つのＰＦＡＳの合計値となっています。 

 まだ国内には健康影響についての基準がありませんので、参考として、最上段にドイツ

のヒト・バイオモニタリングと米国アカデミーのものを記載しています。下の段は、２０

２１年に環境省が全国の１１９名を対象に行った血液検査の平均値です。 



 そして、これが調布市民２１人の血液検査の結果の平均値です。血液１ミリリットル当

たり２１．９ナノグラムということで、全国平均の８．７ナノグラムを大きく超え、米国

アカデミーが警鐘を鳴らす２０ナノグラムも超えていました。私は上石原配水所の利用者

ですけれども、合計値が１７．３、家族は２３を超えておりました。画面を終わります。 

 学習会の参加者は８０名ほどでしたけれども、学習会開催前から血液検査を求める声が

多く聞かれました。市民の健康を守るためにも、まずは実態把握のための血液検査が誰で

も受けられる環境を整備することが重要であり、それは公の責任において実施するべきだ

と考えますが、市の見解をお答えください。 

危機管理担当部⾧答弁  防災井戸と災害時協力井戸の独自調査についてお答えいたしま

す。 

 避難所となる全小・中学校及び大町スポーツ施設に設置している市の防災井戸並びに市

内の井戸所有者または管理者の協力を得て指定している災害時協力井戸については、トイ

レや掃除等、飲用でない生活用水としての使用を想定しています。これらの井戸について

は、ＰＦＡＳを含まない１１項目の水質検査を毎年１回、市において実施しています。 

 市の防災井戸と災害時協力井戸のＰＦＡＳを含む調査については、今後、国や東京都の

動向を注視して、必要な調査について検討してまいります。 

 以上でございます。 

福祉健康部⾧答弁  希望者の血液検査についてお答えいたします。 

 国は現在、国内で検査により判明した血液中のＰＦＡＳの濃度が健康に対してどの程度

の量でどのような影響があり、どのような対策が求められるかについて、基準や指針を示

しておりません。このような状況に不安を持つ方に対し、健康への影響や環境に対する評

価などについて正確な情報を発信することが求められます。 

 このことから、東京都は現在明らかになっているＰＦＡＳに関する情報を伝えるため、

令和５年５月１日から電話相談窓口を設置し、令和５年５月２３日に、国に対して健康影

響や環境への評価を明確にして示すことや、懸念がある場合の対応策を示し、自治体への

情報提供や必要な支援を行うことなどについて緊急要望を出しました。 

 市は、必要な場合の血液検査の実施等を含め、市民の不安払拭に向けた実効性のある早

急な対応を東京都に求めていくとともに、ＰＦＡＳによる健康影響や環境に対する評価に

ついて、必要な情報を市民に正確に伝えられるよう、引き続き国、東京都の動向を注視し

てまいります。 

 以上です。 



＜まとめ＞ 

地下水調査は、国や東京都の動向を見ながら必要な調査について検討するとの御答弁で

した。２０２１年の建設委員会でも防災井戸の調査について求めたところ、検討していく

との答弁でしたが、独自調査に至らず今日に至っているわけです。そして、市内地下水の

汚染が明らかになってもなお同様の答弁だというのは非常に残念だと思っております。 

 国分寺市では、２０２１年から独自に市内の井戸のＰＦＡＳ検査を行い、３年分のデー

タを市民に公表しています。東京都もこれから調査地点を追加して、今年度中に調査を完

了するとのことですが、これは調布市と調布市民の財産である地下水の汚染状況を市民に

明らかにするために必要な調査であり、市で責任を持って実施するべきと考えます。 

 血液検査についても前向きな御答弁が得られず非常に残念です。水質の安全基準もない、

健康への影響については、研究の蓄積は海外を含め一定ありますけれども、基準がない。

ただ地下水が汚染され、市民の体に蓄積されていることだけが分かっている現状で、市民

は大きな不安の中にいます。基準値がなくとも全国平均値と比較をして一定の現状把握を

することはできます。市民の声に応えていただきたいと思います。 

 公が管理する水道水が汚染され、市民の健康に影響を与えている可能性が高いのですか

ら、希望者が血液検査を受けられる環境整備を担うべきは公です。ぜひ市でも補正予算を

組んででも取り組んでいただくことを強く要望します。 

 市の環境を守り市民の健康を守るため、市の主体的な取組を期待して、１つ目の質問を

終わります。 


